青山荘　　フェイスシート

平成20年1月14日　担当：三浦　理見　　　　　　　　　

	登　録　者
	氏　名　　　本田　英之　　様　　　　　男・女　　　　昭和52年12月28日生（30歳）

	
	〒039-0832　八戸市小中野2丁目9-4　　　　　　　　　　電話　0178-44-9055

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	　　　　　なし

	
	発症時期
	　昭和12年4月頃（23歳時）
	罹 患 期 間
	約　6年

	
	入院回数
	　　　　　3回
	延べ入院年数
	約　4年7ヶ月

	医療機関
	　青南病院（主治医　田名部Dr）
	外来受診日
	毎週月曜日（週1回）

	医療区分
	国保（家族）
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	上限額
	手帳種別

	
	
	
	
	有・無
	20000円
	　　未申請

	経済状況
	年金
	未申請

	
	その他
	生活費1.5万円＋医療費1.5万円　※家族からの援助

	障害程度区分
	未申請
	負担上限月額
	円
	相談支援事業所
	

	日中活動の場
	　青南病院デイケア

	住まいの場
	　青山荘

	入所年月日
	Ｈ　19年　3月　4日
	身長
	165cm
	体重
	77kg

	最終学歴
	予備校（仙台市内）※大検合格
	免許・資格
	普通自動車免許（1種）

	職　歴
	　なし
	

	保　護　者
	氏　名　本田　忠　様　　　　　　　　　続柄　父　　　（同居　・否）

	入所目的

日常生活リズムを整えながら習慣化し、円滑な対人関係を図れるようになる。

	入院・治療歴　初診日

入院・治療歴　

①平成12年6月　　～　　平成12年9月　　　　　入院　　　　　長谷川病院

②平成13年12月　 ～　　平成14年11月　　　　 入院　　　　　湊病院

　平成14年11月　 ～　　平成15年7月　　　　　通院　　　　　湊病院

③平成15年7月　　～　　平成19年3月4日　　　入院　　　　　青南病院

　平成19年3月4日～　　現在　　　　　　　　　 通院　　　　　青南病院

	生活歴　

八戸市にて同胞3名の長男として出生する。高校1時、部活での登山後、喘息で青森労災病院での加療により殆ど不登校状態となる。2年時留年し、学業の遅れなどを理由に退学し大検を受験、合格する。その後仙台の予備校へ通うが5月に帰郷し、滅裂言動・家族への迷惑行為が出現する。H12年4月東京の予備校へと通うが徘徊・逸脱行為・奇異行動が出現したことで、家族が保健士に相談し、長谷川病院（東京）へ初回入院となる。退院後帰郷し、自宅療養するが服薬中断により症状再燃し、逸脱行為で警察に保護され湊病院へ2回目の入院をする。以後も病識の無さから通院・服薬拒否し、母親が食事に薬を混ぜて飲ませていたとのこと。しかし、次第に病状悪化し、家族間の口論から昼夜逆転・粗暴行為出現。警察に保護され、H15.7.13精神科救急で当院を受診し、医療保護入院となる。H18.10.31入院治療に対する理解が得られた為、任意入院へと切り替える。その後、地域での生活訓練のためH19.3.4青南病院退院・青山荘入所となる。

	家族構成
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	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

定期的に自宅外出泊を行っているが、必ず送迎にて帰宅・帰荘している。外泊時は、祖父母との交流をもっている様子。また、本人の将来についても毎度家族で話し合いを行っているとのこと。

青山荘入所中の目標として「就労」と家族・本人の目指す目標は一致しているものの、母は本人の能力を課題評価し、入所しながらのアルバイトを促す事や、知人の職場に就労させようと考えている等焦りが見られている。父は生活リズム・対人関係面等本人の課題とすることを入所生活を通して改善し、就労に結びつけて欲しいと希望している。しかし、本人は父の本人へ求める「就労」の意を取り違えていること（「就労」しなければ父が退所を許してくれない）、母の言うことを素直に受け入れ、現在の生活状況や能力を振り返る事が出来ず、気持ちだけが先走ってしまい焦りが生じている。

自立支援医療更新については前々より病院SWや担当職員で説明を行っているが、更新について渋っており、家族内でも検討しているが、家族・本人の更新への考えが喰い違い未だに手続きへの意向が決定されていない。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成20年1月14日（月）

	氏　名
	   本田　英之　様
	男・女
	生年月日
	　昭和　52　年　12月　28日（　30歳）


	長期目標（中期・短期）

	長期目標：地域生活を通して、生活リズムの確立・習慣化と家族関係を含める対人関係の確立を図る。
短期目標：「就労」に向けて必要な基本的生活技能や生活基盤確立への自己の課題を理解し段階を踏みながら訓練を行う。

	これまでの経過（前回評価日　19年　11月　5日）

	【前回の問題点について】

今後の生活について～今後の支援方法について～

①対人関係について
青山荘入所者に対して「自分とは違う（障害者）」という考えを持ち距離を置きながら単独行動をとっていたが、時間経過により自己の対人関係のあり方を振り返り、次第に他入所者との関わりも増え、自ら積極的に交流を図る場面も見られている。被害的となっていた特定入所者との関係性については変わりなく必要外の関わりはない。荘内活動では、自分から苦手としている特定入所者へも話しかけを行うなど、感情に流されずに場を弁えて接する事は出来ている。

②日中活動について

対人関係がストレスとなるとデイケア通所や荘内活動参加に拒否見られていたが、対人関係面が安定してきた頃より少しずつ自主的に活動へ参加するようになる。また、生活と就労を関連付けて考えることが出来ずにいたが、面談を繰り返し行い、生活上に就労が成り立っていることを再三説明することで少しずつ理解を示している。

③退所について

依然、早々と退所したいという願望はあるようだが、家族から就労できるまでは退所せずに頑張るよう言われたことを受け入れ、その後の退所訴え等はない。

【家族面談】

1/9（水）に本人、家族（父・母）、施設長、病院SW、担当職員とで面談実施している。

①自立支援医療更新について
本人：自立支援医療を申請していることで今後の就労への支障（社会的不利・差別等）を懸念し、病識のなさからも「普通の人間として国に頼らずにやりたい」と更新についても前向きではないが、家族の経済的負担が増えるのであれば更新手続きを行いたいと話す。

母　：父が開業医であることからも、個人情報が流出し仕事の支障になることに対して敏感であること、本人のデイケア通所の必要性を感じていないことからも更新の必要性はあまり感じていない様子。

父　：仕事の支障となる事はないため、更新手続きを行い、経済的負担とならぬようにしたいという考え。

※考えや意見がまとまらず家族は本人へ任せるということになったが、本人は家族の経済的負担となるのであれば手続きを行うと結局意見交換のみとなり、結論は出ていない。

②就労について

本人：家族から「就労」を退所条件とされていることや30歳を迎えたことからも就労に対する焦りが生じ、現実検討できずにいること、障害受容できずにいること、自己能力の過大評価や現実検討能力の低さからも一般就労（加えて現実的に考えても就労困難な職種…美術教諭、美術館員、古書店員等）への思いが強く、職員側から提示する訓練内容や支援方法を受け入れ難い様子。

母　：本人同様、就労に焦りを感じており本人を急かすような発言や、一方的に知人の経営する県内のスポーツジムへの就労を希望し、本人へも提案するなど病気に対する理解が軽薄。

父　：同様に就労を望んでいるが、本人の課題を改善した上で就労がなされることを前提としている。

　　　※今後の就労訓練の1つとしてうみねこ幸房利用を提案しているも、対人面に不安があることや障害程度区分認定の必要性等も含め、あまり乗り気ではない様子。




	問題点
	介入方法
	支援期間

	就労訓練前段階の取り組み

1 生活リズムの確立・維持

2 日中活動内容・場所
	【①生活リズムの確立・維持】

・本人の受け入れ易いように就労の場合に置き換えながら現在の1日の生活スケジュールを立て、生活リズム安定の必要性と現在の問題点・改善方法について細分化して検討する。

・定期的に面談を行い評価する。本人が目に見える評価を求めることもあり、評価内容や指導内容、取組み状況が分かるよう書式を利用し、ファイルに保管しながら振り返りを行う。

· 睡眠状況が日によって不安定であり、日中活動へ支障が出ることからも充分な睡眠の確保を促す。また睡眠環境についてもその都度確認し、悪い環境（布団を敷かずに寝る・部屋が汚い）での睡眠を改善する。

· 消灯後に他入所者と自室で過ごすことや、喫煙室に長居し睡眠不安定の原因となっていることからも互いに悪影響となっていることを説明し、断り方・意思表示など場合により個別にSSTを行う。

【②日中活動内容・場所】

· 友人との憩いの場、運動の場として本人がデイケア利用を希望していることに加え、対人関係技術の獲得、集団行動、ストレスへの耐性強化など現在の課題への取り組みとしてもデイケア通所が必要であることを就労に関連付けて納得いくよう説明し、継続して利用を促す。

· 本人の活動状況を見ながら就労訓練内容を検討し、面談を通して少しずつ疾病に対する理解や障害受容への働きかけも行う。

· 奉仕活動（玄関先の雪かきや個別の荘内清掃）やうみねこ幸房見学・体験利用、青明舎の活用を通して働く事への現実検討の場を提供し、意識改革を図る。
	3ヶ月

	家族関係の調整
	· 本人の能力や生活状況について現状把握できていないこともあるため、外出泊時の送迎の機会を利用して定期的に面談を行う。能力や生活状況においての課題や支援内容についても説明し、家族の理解を得る。

· 重要な事柄（社会資源の利用や手続き等について）は必ず父も交えた家族面談を通して念入りに説明を行い、家族（父・母）・本人三者の同意を得た上で決定する。
	3ヶ月


修正プラン実施評価日： H20年4月7日（月）　青山荘地域交流活動室
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忠氏（55歳：医師）











本人（30歳）





次男（27歳）





長女（24歳：薬剤師）





母（55歳：専業主婦）








